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戦略的誘導地区について

① 南武線沿線の将来像を具現化するため、沿線において、位置的・機能

的に極めて重要な役割を果たす地区であること

② 都市計画的手法を活用し、土地利用を的確に規制・誘導すべき一団の

地区であること

大規模な土地の更新等においては、地域特性を踏まえながら、地域課題の改善

につながる土地利用転換を適切に誘導します。

都市計画マスタープラン（全体構想） 【2017年3月改定】

戦略的誘導地区の選定ポイント

川崎・小杉駅周辺エリアのまちづくりの考え方（抜粋）

地区の選定について

鹿島田駅前地区

平間駅前地区

西加瀬地区

小杉駅周辺地区

川崎駅周辺地区



戦略的誘導地区（鹿島田駅前地区）

鹿島田駅前地区

面積：約3.0ha

特徴：モデルルーム跡地
川崎市有地 等

鹿島田駅
新川崎駅

鹿島田駅西部地区
市街地再開発事業

平間駅

戦略的誘導地区（平間駅前地区）

平間駅前地区

面積：約2..5ha

特徴：三菱重工グランド跡地
（現：住宅展示場）

大田神奈川線



戦略的誘導地区（西加瀬地区）

平間駅

平間駅前地区

西加瀬地区

面積：約10.0ha

特徴：大和ハウス工業所有地
（現：三菱ふそうトラック・バス）

戦略的誘導地区におけるまちづくりの考え方

① 鹿島田駅前地区（約 3.0ha）

② 平間駅前地区 （約 2.5ha）

③ 西加瀬地区 （約10.0ha）

選定地区

都市再開発の方針における

『２号再開発促進地区』に指定

＜２号再開発促進地区の整備又は開発の計画の概要＞

地区計画による土地利用の誘導や市街地再開発事業等により、
商業・業務・研究開発・都市型住宅等の機能を適切に配置し
た市街地の形成

駅前広場や道路及び公園等の整備

安全で魅力ある利便性の高い地域生活拠点の整備を図るとと
もに、駅周辺においては、生活利便施設や優良な都市型住宅
等が複合した計画的な土地の高度利用をめざす。



都市再開発の方針

＜２号再開発促進地区＞ 平間駅

鹿島田駅

新川崎駅

鹿島田地区

エリア拡大

（2017年3月）

都市再開発の方針

＜２号再開発促進地区＞

平間地区

エリア拡大

（2017年3月）



戦略的誘導地区におけるまちづくりの考え方

＜まちづくりの進め方の基本的な考え方＞

連続立体交差事業や関連道路整備による大規模な都市基盤整備による

周辺環境の変化や社会経済状況の変化を見据え、都市計画手法等を活

用しながら、民間活力を活かし、地域課題の解決や周辺環境に配慮し

たまちづくりを連続立体交差事業と連携しながら先行・並行して推進

① 鹿島田駅前地区（約 3.0ha）

② 平間駅前地区 （約 2.5ha）

③ 西加瀬地区 （約10.0ha）

選定地区

都市再開発の方針における

『２号再開発促進地区』に指定

戦略的誘導地区（西加瀬地区）における
具体の取組について



戦略的誘導地区（西加瀬地区）におけるまちづくり

川崎工場
第2敷地

川崎工場
第１敷地

現在の状況

機能移転

＜川崎工場第１敷地＞
第２敷地からの機能移転及び最
新鋭の設備投資、本社機能の集
約による生産体制、構内物流効
率の向上を図る。

＜川崎工場第２敷地＞
生産体制の効率化を図る目的で、
第２敷地を大和ハウス工業㈱に
売却（2017年１月末）
2019年春頃を目途に、第１敷
地へ機能移転

平間地区

平間駅

西加瀬地区

戦略的誘導地区（西加瀬地区）におけるまちづくり

• 地域課題の解決
• 駅周辺まちづくりとの連携による沿線の持続的発展の実現

目 的

平間駅周辺
まちづくり
の推進

南武線各駅周
辺まちづくり
との連携

西加瀬地区
まちづくり
の推進

平間駅周辺
まちづくり



戦略的誘導地区（西加瀬地区）におけるまちづくり

産業高度化エリア

住工調和エリア

新産業誘導エリア

地域商業エリア

住環境向上エリア

平間駅

産業高度化エリアにおける
土地利用の基本的な方針

生産機能の高度化、研究開発機能の集積、
新産業の創出等、産業の育成・誘導を図
り、地域環境と調和する都市型工業地の
形成を促進
大規模な工場等が土地利用転換する場合
は、都市基盤施設の改善や周辺市街地の
環境改善の促進、周辺市街地との調和に
配慮した計画的な土地利用を誘導

都市計画マスタープラン ＜土地利用方針図＞

戦略的誘導地区（西加瀬地区）におけるまちづくり

現状と課題
東京エリア

横浜エリア
臨海部エリア

北部エリア
■立地特性
市内各所や東京・横浜へのアクセス性に
優れている立地
（尻手黒川線、東京丸子横浜線に近接）
新川崎地区との連携が可能

西加瀬地区

新川崎地区



戦略的誘導地区（西加瀬地区）におけるまちづくり

西加瀬地区

■土地利用状況

２面接道の約10haの大規模街区

大規模工場敷地として、単一用途の土地
利用

■周辺状況

交通基盤が脆弱
（都市計画道路大田神奈川線は未整備）

生活支援サービス機能の不足
（周辺商業の賑わいの低下）

賑わいや交流又は避難上有効な公園や
オープンスペースが少ない

緑が少ない

現状と課題

戦略的誘導地区（西加瀬地区）におけるまちづくり

西加瀬地区

現状と課題

■社会経済状況の変化

人口は暫く増加傾向にあるものの、少子高齢
化は着実に進展

買い物等における市外（東京・横浜など）へ
の流出

ライフスタイルの多様化
（健康やスポーツへの関心、趣味や社会
活動への意欲、コト消費への移行、
消費行動の変化(インターネット通販)など）
環境や防災に対する意識の変化



戦略的誘導地区（西加瀬地区）におけるまちづくり

西加瀬地区

まちづくりの方向性

多様な世代・ライフスタイルの変化に対応し、

人々の生活を豊かにする新たな生活活動拠点の形成

地域の利便性を高める

商業・生活サービス機能の集積

立地特性を活かした

産業機能の再配置

具体的に誘導する取組

周辺商業との連携

周辺環境に配慮した交通基盤の整備

公共交通の利用促進

歩行者の安全性や周辺地域との回遊性を高める空間の整備

生活に憩いと潤いを与える緑や広場等の整備

健康・スポーツ活動、文化活動に配慮したアクティビティ機能の誘導

地域の防災力の向上に寄与する空間・施設等の整備


